
一般社団法人 北海道林産技術普及協会

Vol.75  No.1 (869)
ISSN 2436-8709

北海道庁が推進する公共建築物の木造化，脱炭素化
中標津合同庁舎を例として
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大阪・関西万博　シグネチャーパビリオン「EARTH MART」
大阪府大阪市此花区夢洲

EARTH MARTは，隈研吾氏が設計し，放送作家・京都芸術
大学副学長の小山薫堂氏がプロデュースしています。
テーマは「いのちをつむぐ」。架空の"スーパーマーケット"

を舞台に，来場者が食と暮らしの循環を五感で再考する仕組み
となっています。
建物の屋根は日本全国5か所（岡山・大阪・熊本・静岡・滋

賀）から収集されたススキ・ヨシ等の茅を伝統的な葺き方で使
用しており，断熱性や調湿性が優れていることから環境に配慮
した設計となっています。


